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「⼩論⽂」問題の出題趣旨・解説

【出題趣旨】
〔問〕は、死刑制度について、仮に、存続論の⽴場に⽴った上で、廃⽌論の⽴場から批判

を前提に、これに対する反論を求める問題である。受験⽣各⾃の死刑制度に対する⾒解を問
うものではない。法曹を⽬指すために必要な読解⼒、考察⼒、論理的な⽂章表現⼒を求めて
いる。

【解説】
1.解答にあたっての注意事項と解答⽅法について

解答にあたっては、問題表紙に、①解答の訂正⽅法（斜線⼜は横線での消去と次のマス⽬
からの書き直し）、及び、②記⼊⽅法（記⼊欄・横書き）が指⽰されており、それに従った
解答が求められる。誤字・脱字の多さも、採点基準に含まれる。
2.〔問〕について

資料には、死刑存続論・廃⽌論それぞれの主たる論拠が整理されている。これを参考とし
て、廃⽌論の論拠を考え、それに対する存続論からの反論を検討することになる。存続論及
び廃⽌論それぞれの論拠を正確に理解し、適切な批判と反論をすることが求められる。

解答にあたっては、資料に記述された論拠に限定する必要はない。各論拠を正しく理解し、
適切に批判し、論理的な記述ができているか、要領よく簡潔にまとめられているかがポイン
トとなる。


